































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































源へと高められた。それゆえ彼は， 「生命を与える霊」 (Iコリ 15:45)




























































































































































































































































おり， 「復活と霊の注ぎ｣， 「栄光の始まり」， 「主体としての霊｣， 「三位
86－
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一体的変容」の四項から榊成されている。
霊が弟子たちに与えられるのは，十字架につけられたイエスが復活
した後である(第一項)。霊は，死人を甦らせる神の力である。イエス
は霊の中へと復活し，霊の働きの客体から主体となる。霊は，神の霊
であると共にキリストの霊である。キリストの甦りは， キリストの身
体の変容(Transfiguration)であり，栄光の身体への変化である。聖
霊の終末論的な業は身体の甦りである。復活者の変容された人間性か
ら，聖霊が出てくる。父なる神は，子なるキリストをキリストの甦り
を通して栄光化し，逆にまた子は父を子の服従と献身を通して栄光化
する。 この両者の相互的栄光化の出来事こそ，聖霊の業である。
イエスの甦り，変容，栄光化は，来るべき栄光の｢最初の実」 （ロー
マ8：23）であり， それと共に， 「全ての肉への」聖謹の注ぎが始まっ
ている。 メシアの時が始まっている(第二項)。霊において， まだ来て
いないものが，今すでに経験されている。将来にあるものが先取りさ
れている。蝿の経験は，生命の更新，新しい従順，新しい交わりの経
験である。それは，無限の自由，あふれるばかりの喜び，尽きること
のない愛の経験である｡人々は新しい歌を歌う。しかもこの経験によっ
て彼らは，残りの世界から分離されたりしない。その経験はむしろ全
世界と連帯するように促す。霊の現臨の経験は単なる精神的なもので
はなく，身体的なものである。それは身体の抑圧や搾取ではなく，全
被造物の到来しつつある解放の経験である。それは神の内住の始まり
であり，神がこの世において故郷を経験するときである。
聖霊は，人間を新しくし，連帯する共|司体を引き起こす。聖霊は，死
から救いM1すことによって，復活した主を栄光化し， この主を通して
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父を栄光化する(第三項)。 この聖霊において子を通して父が栄光化さ
れるとき，創造は完成される。それは，神と共に天と地が歓呼の声を
あげる （黙示録l:6)永遠の祝祭のときである。それは，救われたも
のたちが踊るときであり， 「宇宙の笑い｣が鳴り響くときである。人間
と万物は，聖霊を通して，子と父の内三位一体的栄光化の内へと引き
入れられる。こうして人間と万物は神と「統合される(Vereinigt)｣(3)｡
それは，子を父に統合し，父を子に統合する霊の働きと共に起こる。
聖霊は，栄光化する神であり，統合する神なのである。
聖霊を通しての栄光化には，霊の注ぎの場合と異なる三位一体の秩
序が見られる(第四項)。後者の場合には，霊は子を通して父から来る。
子は悪の派遣を願い，霊を媒介する。 しかし聖霊を通しての栄光化の
場合には，霊から(von)子を通して父に至る統-(Einheit)が見られ，
全ての能動性は霊から発している。比嶬的に言うならば，霊の注ぎの
場合,神の三位一体は霊の派遣において世界に対して開かれているが，
栄光化の場合， その運動の方向が逆転する。つまり万物は，霊によっ
て動かされ，子なるキリストを通して父のもとに至る。父から子を通
しての霊の派遣を｢外に向かう業｣とみなすことができるとすれば，子
を通して父に至る霊のこの「取り集め(Sammlung)｣(4)は「内に向か
う業」である。
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(1) 第一項においてはシユライアマハーの神学が，第二項においてはカン
トの立場がそれぞれ批判されている。
モルトマンはこの例として，エジプトにおける凶われ人たちの叫び, -|・
字架上でのイエスの死の叫び，全被進物の岬きを挙げている。Cf
TIIRG20,邦訳25~
TuRG.24,邦訳30~
TKIRG35,邦訳47~
TLIRG-35,邦訳17．
(2）
（3）
（4）
（5）
11
TuRG45,邦訳“モルトマンはこのユダヤ教神学の魅力を， 「ユダヤ
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